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演習問題集５上第１５回 くわしい解説

ステップ① 1

右の図のようになり，答えは 16通りです。

まちがった人は，どこの交差点の数をまちがえたのか，

きちんと点検しましょう。
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演習問題集５上第１５回 くわしい解説

ステップ① 2

(1) 6 人の中から 2人を選ぶのですから，「 6人中 2人」という考え方で求めることができます。

6×5
＝ 15 (通り)の組み合わせがあります。

2×1

(2) 6 人の中から 3人を選ぶのですから，「 6人中 3人」という考え方で求めることができます。

6×5×4
＝ 20 (通り)の組み合わせがあります。

3×2×1
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演習問題集５上第１５回 くわしい解説

ステップ① 3

ｘとｙは，「左はしの水の深さ」と「右はしの水の深さ」の和が変わらないことを利用します。

(図１)では，「左はしの水の深さ」と「右はしの水の深さ」の和は，5＋5＝ 10 (cm)です。

よって，(図２)の「左はしの水の深さ」と「右はしの水の深さ」の和も，10 cmになります。

(図２)の左はしの水の深さは 2 cmですから，左はしの水の深さであるｘは，10－2＝ 8 (cm)です。

(図３)の「左はしの水の深さ」と「右はしの水の深さ」の和も，10 cmになります。

(図３)の左はしの水の深さは 0 cmですから，左はしの水の深さであるｙは，10－0＝ 10 (cm)です。

(図４)の場合は，残念ながら「左はしの水の深さと右はしの水の深さの和が変わらない」こと

を利用できません。

(図４)のような問題の場合は，面積を利用します。

(図１)の水が入っている部分の面積は，5×12＝ 60 (cm2)です。

よって(図４)の水が入っている部分の面積も，60 cm2になります。

(図１)で，容器の高さが 15 cmであることがわかりますから，(図４)の水が入っている部分の底

辺も同じく 15 cmです。

よって，15×ｚ÷2＝ 60 となり，ｚ＝ 60×2÷15＝ 8 (cm)です。



- 5 -

演習問題集５上第１５回 くわしい解説

ステップ① 4

(1) 右の図のように，百の位をＡ，十の位をＢ，一の位をＣとします。

百の位は 6枚のカードの中から 1枚選ぶので 6通り，十の位は残った

5枚のカードの中から 1枚選ぶので 5通り，一の位は残った 4枚のカー

ドの中から 1枚選ぶので 4通りとすると，6×5×4 の計算をすれば，答

えを求めることができそうですが，

百の位だけは， 0 のカードを使えないので 6通りではなく 5通りにな

ります。

全部で，5×5×4＝ 100 (通り)になります。

(2) 奇数になるためには，一の位が 3か 5か 9になる必要があります。

一の位が 3 の場合は，右の図のようになり，百の位は残り 5通り，

十の位は 4通りの選び方がありますが，百の位だけは， 0 のカード

は使えないので 5通りではなく 4通りになります。

4×4＝ 16 (通り)です。

一の位が 5 の場合も，一の位が 9 の場合も，同じように考えて16通りずつありますから，

全部で 16×3＝ 48 (通り)です。
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演習問題集５上第１５回 くわしい解説

ステップ① 5

(1) 0 分から 12分までの 12分間のグラフを見ると，900ｍ進んでいることがわかります。

1分あたり 900÷12＝ 75 (ｍ)ずつ進みますから，分速 75ｍです。

(2) (1)で，行きの速さは分速 75ｍであることがわかりました。

グラフのアは，20分で行った道のりを表しています。

よって，75×20＝ 1500 (ｍ)です。

(3) (2)で，Ｂ地点はＡ地点から 1500 ｍはなれていることがわかりました。

スタートしてから 20 分後にはＡ地点から 1500 ｍのところ，スタートしてから 32 分後には

Ａ地点から 900 ｍのところにいますから，32－20＝ 12 (分間)で，1500－900＝ 600 (ｍ)を進みま

した。

1分あたり 600÷12＝ 50 (ｍ)ずつ進みますから，分速 50ｍです。

(4) スタートしてから 32分後には，Ａ地点から 900 ｍの地点にいます。

(3)で，帰りの速さは分速 50ｍであることがわかっています。

よって，Ａ地点から 900 ｍの地点からＡ地点にもどるまでに，900÷50＝ 18 (分)かかります。

スタートしてから 32分後のときから 18分後にＡ地点にもどるのですから，イは，

32＋18＝ 50 (分後)になります。
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演習問題集５上第１５回 くわしい解説

ステップ① 6

(1) 容器の容積は，15×30×18＝ 8100 (cm3)です。

Ａだけを開くと，毎秒 20 cm3ずつ水が入るので，8100÷20＝ 405 (秒)でいっぱいになります。

1分は 60秒ですから，405÷60＝ 6 あまり 45 により，405 秒は 6分 45秒です。

(2) 5 分＝ (60×5) 秒＝ 300 秒です。

Ａは毎秒 20 cm3ずつ水を入れるので，300 秒では，20×300＝ 6000 (cm3)の水を入れます。

容器の容積は，(1)で求めたとおり 8100 cm3です。

よってＢで入れた水の体積は，8100－6000＝ 2100 (cm3)です。

Ｂは毎秒 30 cm3ずつ水を入れるので，2100 cm3の水を入れるには，2100÷30＝ 70 (秒)かかりま

す。

よってＢを開いたのは，Ａを開いてから 300－70＝ 230 (秒後)

です。

1分は 60秒ですから，230÷60＝ 3 あまり 50 により，

答えは 3分 50秒後です。

Ａ

Ｂ

い

っ

ぱ

い

300秒

70秒
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演習問題集５上第１５回 くわしい解説

ステップ② 1

(1) 先頭が男子で，男女が交互にならぶので，右の図

のようにならぶことになります。

先頭の男子は，3人の中から 1人選ぶので 3通り，

次の男子は 2通り，その次の男子は 1通りです。

女子の選び方も，最初の女子は 3通り，次の女子は

2通り，その次の女子は 1通りです。

全部で，3×3×2×2×1×1＝ 36 (通り)のならび方があります。

(2) Ａのすぐ後ろがＢなので，ＡとＢをくっつけて， で 1人ぶんとします。

よってこの問題は 6人のえらび方の問題ではなく， ，Ｃ，Ｐ，Ｑ，Ｒの 5人のならび方

の問題になります。

右の図のようになるので，5×4×3×2×1＝ 120 (通り)

になります。

参考 もし，Ａのすぐ後ろがＢではなく，「ＡとＢがとなり同士」という問題だったら，

の他に の場合も考えられるので，120×2＝ 240 (通り)になります。

男 女 男 女 男 女

3

男 女 男

2

女 男 女

1

3

男 女 男

3 2 2

女 男 女

1 1

ＡＢ

ＡＢ

5 4 3 2 1

ＡＢ ＡＢ
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演習問題集５上第１５回 くわしい解説

ステップ② 2

(図２)のグラフを見ると，12分後にグラフが折れ

曲がっています。

12分後に，右の図のように水が入っていることに

なります。

水は毎分 6Ｌ＝ 6000 cm3ずつ 12分間入れたので，

6000×12＝ 72000 (cm3)の水が入りました。

60×48×ア＝ 72000 ですから，ア＝ 72000÷(60×48)＝ 25 (cm)です。

(図２)のグラフの 12分のときからイ分のときまでは，水面の高さがずっと同じになってい

ます。

おもりよりも右側に水が入っていたので，Ａの部分の水面の高さがずっと同じだったわけで

す。

よって，イ分のときは，右の図のように水が入って

いることになります。

右の図のＢの部分の体積は，

60×(100－48－20)×25＝ 60×32×25＝ 48000 (cm3)です。

毎分 6Ｌ＝ 6000 cm3ずつ水を入れたのですから，Ｂの

部分には，48000÷6000＝ 8 (分)で水が入ります。

12分のときから 8分後ですから，イは 12＋8＝ 20 (分)です。

右の図の★の部分の体積は，

60×100×(60－25)＝ 210000 (cm3) です。

毎分 6Ｌ＝ 6000 cm3ずつ水を入れたのですから，

★の部分には，210000÷6000＝ 35 (分)で水が入

ります。

イ＝ 20分のときから 35分後ですから，

ウは 20＋35＝ 55 (分)です。

100cm

48cm 20cm おく60cm

60cm

ア

100cm

48cm 20cm おく60cm

60cm

25cm Ｂ

100cm

48cm 20cm おく60cm

60cm

25cm Ｂ

★
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演習問題集５上第１５回 くわしい解説

ステップ② 3

(1) 0 が使えないので，使えるのは 1から 9までの 9通りです。

よって百の位の数字の選び方は 9通り，十の位も 9通り，

一の位も 9通りになるので，全部で 9×9×9＝ 729 (個)の整数

があります。

(2) 問題に「このような整数のうち」と書いてありました。

「このような整数」とは，「どの位の数字にも 0がない」ような整数のことです。

たとえば，「123」は，各位の和が 1＋2＋3＝ 6 ですから条件にあてはまりますが，

「132」「213」「231」「312」「321」も，計算しなくても各位の和は 6です。なぜなら，

並べ替えただけですから，各位の和は変わらないからです。

よって，「123」「132」「213」「231」「312」「321」の代表として「123」だけを採用し，並び替

えるのはあとまわしにします。

このようにして，各位の和が 6になるような代表を選ぶと，「114」，「123」，「222」があては

まります。

「114」の場合は，並べ替えることによって，「114」「141」「411」の 3個できます。

「123」の場合はすでに「123」「132」「213」「231」「312」「321」の 6 個あることがわかって

います。

「222」の場合は並べ替えても「222」しかないので，1個だけです。

よって，全部で 3＋6＋1＝ 10 (個)あることがわかりました。

別解 右の図のように，○が 6個あるとします。

○と○の間に，区切り線を 5本書きます。

5本の区切り線のうち，2本を選ぶことを考えます。

たとえば右の図のような 2本を選ぶと，

「231」という，各位の和が 6の整数ができます。

5×4
つまり，「 5本中 2本を選ぶ」という問題と同じなので， ＝ 10 (個)になります。

2×1

9 9 9
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演習問題集５上第１５回 くわしい解説

ステップ② 4

太郎君の分速や本を買っていた時間，

の休んだ時間などを書きこんだのが，

右のグラフです。

家を出て書店に行くまでに，分速 60ｍ

で 20分かかっているので，家から書店ま

での道のりは 60×20＝ 1200 (ｍ)です。

書店を出たのは 20＋10＝ 30 (分)の

ときで，家に着いたのは 62分のとき

ですから，書店を出てから家に着く

まで，62－30＝ 32 (分)かかっています。

途中，公園で 7分間休みました。

よって，書店を出てから家に着くまでに進んでいた時間は，32－7＝ 25 (分)です。

書店を出てから家に着くまで，はじめは分速 40 ｍで，途中からは分速 50 ｍで，全部で 25 分

で，1200ｍを進みました。

つるかめ算なので右のような面積図になり，

点線部分の面積は 50×25－1200＝ 50 です。

点線部分のたての長さは 50－40＝ 10なので，

横の長さは 50÷10＝ 5です。

したがって，分速 40ｍで歩いたのは 5分間です。

書店を出たのは 30分のときでしたから，公園に着いたのは 30＋5＝ 35 (分)のときになり，

公園で 7分休んだので，グラフのイは 35＋7＝ 42 (分)です。

また，分速 40 ｍで歩いた 5 分間で，40×5＝ 200 (ｍ)を歩いたので，書店から公園までの道の

りは 200 ｍです。

家から書店までは 1200 ｍですから，グラフのウは，1200－200＝ 1000 (ｍ)です。

アは 1200，イは 42，ウは 1000 であることがわかりました。

20 62イ

ア

ウ

0家

公園

書店

(分)

(ｍ)

40

60
50

10分

7分

40
50

25

1200
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演習問題集５上第１５回 くわしい解説

ステップ② 5

(1) 水を入れ始めてから 28 分後にウの部分に水が入り始め，さらにその 22分後に容器がいっぱ

いになったのですから，28＋22＝ 50 (分)で，容器いっぱいの水が入りました。

容器の容積は，20×100×40＝ 80000 (cm3)です。

50 分で 80000 cm3の水が入ったのですから，毎分 80000÷50＝ 1600 (cm3) → 1.6Ｌの水が入り

ました。

(2) (1)で，毎分 1600 cm3ずつ水が入ることがわかりました。

ウの部分に水が入り始めるのは 28分後です。

1600×28＝ 44800 (cm3)が，右の図の斜線部分の

体積です。

20×ＡＣ×32＝ 44800 ですから，

ＡＣ＝ 44800÷(20×32)＝ 70 (cm)です。

(3) (2)で，ＡＣは 70 cmであることがわかりました。

ＡＤは 100 cmですから，ＣＤは，100－70＝ 30 (cm)です。

問題に，「ＢＣとＣＤの長さは等しい」と書いてあったので，ＢＣも 30 cmです。

よってＡＢは，70－30＝ 40 (cm)です。

イの部分に水が入り始めるのは，右の

図の斜線部分のようになったときです。

斜線部分の体積は，

20×ＡＢ×20＝20×40×20＝ 16000 (cm3)です。

1分間に 1600 cm3ずつ水が入るので，16000÷1600＝ 10 (分)で，イの部分に水が入り始めます。

おく20cm

32cm
20cm

40cm

100cm

ア ウイ

Ａ ＤＣＢ

おく20cm

32cm
20cm

40cm

100cm

ア ウイ

Ａ ＤＣＢ
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演習問題集５上第１５回 くわしい解説

ステップ③ 1 (1)

Ａは時速 4.8 kmなので，1時間に 4.8 km＝ 60 分で 4800ｍ＝ 1分で 80ｍ進みます。

10 km＝ 10000 ｍを進むのに，10000÷80＝ 125 (分)かかります。

Ｂは時速 5 kmで 45分歩いては 3分休むことのくり返しです。

1セットを，45＋3＝ 48 (分)にします。

45 分＝ (45÷60) 時間＝ 0.75 時間ですから，時速 5 kmで 0.75 時間歩くと，5×0.75＝ 3.75 (km)歩

きます。

10 kmを進むのに，10÷3.75＝ 2 あまり 2.5 ですから，2セットと，あと 2.5 kmあまります。

あまりの 2.5 kmは，2.5÷5＝ 0.5 (時間) → 30分かかります。

Ｂは，1セット 48分が 2セットと，あと 30分かかるのですから，全部で 48×2＋30＝ 126 (分)

かかります。

Ｃは時速 6 kmで 30分歩いては 8分休むことのくり返しです。

1セットを，30＋8＝ 38 (分)にします。

30分は 1時間の半分ですから，時速 6 kmで 30分歩くと，6÷2＝ 3 (km)歩きます。

10 kmを進むのに，10÷3＝ 3 あまり 1 ですから，3セットと，あと 1 kmあまります。

1
あまりの 1 kmは，1÷6＝ (時間) → 10分かかります。

6

Ｃは，1セット 38分が 3セットと，あと 10分かかるのですから，全部で 38×3＋10＝ 124 (分)

かかります。

Ａは 125 分，Ｂは 126分，Ｃは 124分かかるのですから，最も早く公園に着いたのはＣです。

また，124÷60＝ 2 あまり 4 ですから，124 分＝ 2時間 4分です。

午前 8時 30分に出発したのですから，Ｃの到着時刻は，

午前 8時 30分＋ 2時間 4分＝午前 10時 34分です。
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演習問題集５上第１５回 くわしい解説

ステップ③ 1 (2)

問題の内容を右の図に書きこみました。

Ａを出発した時刻は午前 9時 40分です。

Ｃに到着した時刻は午後 1時 50分です。

全部で，

午後 1時 50分－午前 9時 40分

＝ 13時 50分－ 9時 40分

＝ 4時間 10分

＝ 250 分 かかっています。

250 分のうち，行きに 15分休み，頂上で 1時間(＝ 60分)休んだのですから，進んでいた時間は，

250－(15＋60)＝ 175 (分)です。

175 35
175 分＝ 時間＝ 時間です。

60 12

35
よって，上りは時速 2.2 kmで進み，下りは時速 3.6 kmで進み，全部で 時間で 8.05 kmを進んだ，

12

という「つるかめ算」になります。

右のような面積図です。

35
点線部分の面積は，3.6× －8.05＝ 10.5－8.05＝ 2.45です。

12

点線部分のたては，3.6－2.2＝ 1.4です。

よって点線部分の横は，2.45÷1.4＝ 1.75 です。

時速 2.2 kmで 1.75 時間進んだことがわかりました。

時速 2.2 kmで進んだのはＡからＢまでですから，ＡからＢまでの道のりは，2.2×1.75＝ 3.85 (km)

です。

ＡからＢを通ってＣまでの道のりは 8.05 kmで，ＡからＢまでの道のりは 3.85 kmですから，Ｂか

らＣまでの道のりは，8.05－3.85＝ 4.2 (km)です。

1
※ 分数で 4 kmと答えても，もちろんＯＫです。

5

15分休む
途中で

Ａ

Ｂ

Ｃ
9:40

2.2

1時間休む

3.6

13:50

全部で8.05km

2.2
3.6

35

8.05

12
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演習問題集５上第１５回 くわしい解説

ステップ③ 2

(1) 「 10個の点の中から 4個の点を選べば，四角形ができます。

10×9×8×7
「 10個中 4個」ですから， ＝ 210 (通り)の四角形ができます。

4×3×2×1

(2) たとえば，長方形ＣＥＨＪについて考えてみます。

長方形ＣＥＨＪに 2本の対角線ＣＨ，ＥＪをを書くと，

右の図のようになります。

逆に，対角線ＣＨ，ＥＪを決めると，長方形ＣＥＨＪが

決まります。

対角線ＣＨ，ＥＪとも，円の直径になっています。

つまり，円の直径を 2本決めると，長方形が決まることになります。

たとえば，直径ＡＦと直径ＢＧを決めると，長方形ＡＢＦＧが

決まります。

直径はＡＦ，ＢＧ，ＣＨ，ＤＩ，ＥＪの 5本あり，この 5本の

中から 2本を決めると，長方形が決まることになりますから，

「 5本中 2本」を選べばよいことになるので，

5×4
＝ 10 (通り)の長方形ができます。

2×1

Ｄ

Ｃ

Ｂ
Ａ

Ｅ

Ｆ
Ｇ

Ｈ

Ｉ

Ｊ

Ｄ

Ｃ

Ｂ
Ａ

Ｅ

Ｆ
Ｇ

Ｈ

Ｉ

Ｊ

Ｄ

Ｃ

Ｂ
Ａ

Ｅ

Ｆ
Ｇ

Ｈ

Ｉ

Ｊ

Ｄ

Ｃ

Ｂ
Ａ

Ｅ

Ｆ
Ｇ

Ｈ

Ｉ

Ｊ
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演習問題集５上第１５回 くわしい解説

ステップ③ 3

4 色をすべて使うのですが，5つの部分がありますから，どこか 2つの部分を同じ色に

しなければなりません。

となり合う部分が同じ色にならないようにするのですから，くっついている 2つの部

分を同じ色にするわけにはいきません。

アとウ，アとエ，イとエ，イとオ，ウとオははなれている部分なので，同じ色にして

も大丈夫です。

アとウを同じ色にする場合，ウの色については考える必要がありません。なぜなら，

アにぬる色を決めたとたん，ウにも同じ色をぬることになるからです。

よって，アとウを同じ色にする場合は，ア・イ・エ・オの 4つの部分のぬり分けだけ

を考えることになります。

アの色のぬり方は 4色のうちどれかなので 4通り。

イの色のぬり方は残り 3色から選ぶので 3通り。

同じように考えて，ウは 2通りで，エは 1通りです。

よって，4×3×2×1＝ 24 (通り)のぬり分け方があります。

アとエ，イとエ，イとオ，ウとオを同じ色にする場合も，同様にして 24通りのぬり分

け方があります。

全部で，24×5＝ 120 (通り)になります。
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ステップ③ 4

(1) ま正面図を書きましょう。

水は毎分 100 cm3の割合で入っていきます。

グラフを見ると，はじめの 36分で 15 cmの深さまで入り

ました。

100×36＝ 3600 (cm3)の水がＡに入ったことになります。

よって，Ａの底面積は 3600÷15＝ 240 (cm2)です。

次の 54－36＝ 18 (分)で，水面の高さは 20 cmになりました。

右の図のアの部分に100×18＝ 1800 (cm3)の水が入りましたから，

アの部分の底面積は，1800÷(20－15)＝ 360 (cm2)です。

Ａの底面積は 240 cm2でしたから，おもりの底面積は，

360－240＝ 120 (cm2)です。

(2) 次の 102－54＝ 48 (分)で，Ｂの部分に水が入りました。

100×48＝ 4800 (cm3)の水がＢに入ったことになります。

よって，Ｂの底面積は 4800÷20＝ 240 (cm2)です。

102分からｘ分までで，右の図のイの部分に水が入りました。

イの部分の底面積は，240＋120＋240＝ 600 (cm2)です。

イの部分の高さは 30－20＝ 10 (cm)ですから，

イの部分の体積は，600×10＝ 6000 (cm3)です。

1分に 100 cm3ずつ水が入るので，イの部分は 6000÷100＝ 60 (分)

で水が入ります。

102分からｘ分までが 60分間ですから，ｘは 102＋60＝ 162 (分)です。

100ずつ

Ａ Ｂ

30cm

100ずつ

Ａ Ｂ

30cm
15cm

3600cm3

100ずつ

Ａ Ｂ

30cm
15cm

240cm2

ア

20cm

Ｂ

100ずつ

Ａ

30cm
15cm

240cm2

20cm

120cm2

4800cm3

Ｂ

100ずつ

Ａ

30cm
15cm

240cm2

20cm

120cm2 240cm2

イ


